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《一般会計補正予算の主な使いみち》

■ 畜産競争力強化整備事業 ･･････ 1億3514万円（牛舎新築等への補助）

■ 小中学校施設維持修繕事業 ････････7740万円（全小中学校に冷房設備
　を整備）

■ 障害者自立給付支援事業 ･･････････4160万円（障害福祉サービス等）

■ 病院会計へ繰り出し ･･････････････2250万円（旧病院解体の増額分）

■ プレミアム付商品券事業 ･･･････････ 103万円（商品券事業の事務費）

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

　

３
月
定
例
会
議
で
、
く
ず
ま
き
山
村
留
学
生
寄
宿
舎
条
例

の
制
定
、
30
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一般会計（第４号） ２億 241万円 72億7259万円

国民健康保険事業（第３号） 1万円 10億9399万円

農業集落排水事業（第２号） 389万円 ２億1514万円

後期高齢者医療事業（第２号） 726万円 8126万円

病 院 事 業
（第３号） （収益的支出） △4826万円 11億1435万円

水 道 事 業 
（第２号）

（収益的支出） △729万円 １億9723万円

（資本的支出） △3552万円 ３億8180万円

【
主
な
質
疑
】
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
管

理
経
費
の
減
額
要
因
は
。

　
　

今
年
度
、
酪
農
部
門
と

　
　

繰
越
事
業
に
対
す
る
考

え
は
。

　
　

22
件
、
11
億
６
５
２
０

万
円
の
事
業
が
31
年
度
に
繰

り
越
し
と
な
っ
た
。
繰
り
越

し
は
、
財
務
事
務
を
効
率
的

に
執
行
す
る
た
め
に
地
方
自

治
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
制

度
。
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
、
年
度
内
に
執
行
が
難

し
い
場
合
に
行
っ
て
い
る
。

　
　

国
保
会
計
の
基
金
と
医

療
費
の
見
込
み
状
況
は
。

　
　

財
政
調
整
基
金
は
、
今

年
度
末
５
０
０
０
万
円
に
増

え
る
見
込
み
。
療
養
給
付
費

と
高
額
医
療
費
が
前
年
度
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
。

　

特
定
健
診
の
無
料
化
な
ど

に
よ
り
、
健
診
率
が
上
が
っ

て
お
り
疾
病
の
予
防
に
つ
な

が
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
下

が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

問 問

問

答 答

答

山村留学生が入舎する寄宿舎（グリーンテージ東側）

請

負

契
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補
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発

委

案
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そ

の

他
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望

●
山
村
留
学
生
寄
宿
舎
整
備

工
事

　

契
約
金
額
を
１
４
５
１
万

円
増
額
し
、
２
億
２
８
３
５

万
円
に
変
更
。

◇
契
約
相
手　

(

株)

丹
野
組

【
二
戸
市
】

　

一
般
会
計
に
、
２
億
２
４

１
万
円
追
加
し
総
額
を
72
億

７
２
５
９
万
円
と
し
ま
し

た
。

●
議
会
総
合
条
例
の
改
正

　

議
会
傍
聴
の
手
続
き
を
廃

●
く
ず
ま
き
山
村
留
学
生
寄

宿
舎
条
例

　

葛
巻
高
校
の
山
村
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
寄
宿
舎
を
整

備
。
今
年
５
月
か
ら
使
用
開

始
し
、
使
用
料
は
月
額
３
万

円
以
内
。

●
町
道
路
線
の
認
定

　

ミ
ル
ク
公
園
線
（
延
長
１

１
７
１
・
０
㍍
）
と
小
苗
代

線
（
延
長
３
９
８
・
０
㍍
）

を
新
た
に
町
道
に
認
定
。

●
原
子
力
発
電
所
事
故
の
和

解
◇
和
解
額　

４
５
０
万
円

◇
和
解
相
手　

東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

株)

●
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更

●
町
産
材
活
用
に
関
す
る
要

望

　

葛
巻
町
森
林
組
合
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
、
審
査
の
結

果
「
そ
の
実
現
に
向
け
町
が

な
す
べ
き
こ
と
を
適
切
に
し

て
い
る
か
、
議
会
と
し
て
監

査
機
能
を
果
た
し
検
証
す

る
」
と
意
見
を
付
し
て
『
採

択
』
と
決
定
し
、
町
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

●
江
刈
馬
淵
中
央
公
民
館
の

新
築
整
備
に
関
す
る
要
望

　

江
刈
馬
淵
自
治
会
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
、
審
査
の
結

果
『
採
択
』
と
決
定
し
、
町

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
公
園
条
例
の
改
正

　

四
日
市
農
村
公
園
の
整
備

に
伴
い
改
正
。
公
園
の
管
理

は
四
日
市
町
内
会
に
委
託
。

●
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
改
正

　

入
居
期
間
を
、
現
状
の
３

年
か
ら
５
年
に
延
長
。
さ
ら

に
最
大
２
年
ま
で
延
長
可
能
。

●
看
護
職
員
等
養
成
修
学
資

金
貸
付
条
例
の
改
正

　

修
学
資
金
の
貸
し
付
け
対

象
と
な
る
資
格
に
、
社
会
福

祉
士
と
介
護
福
祉
士
を
追
加
。

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

改
正

　

県
の
道
路
占
用
料
改
定
に

伴
い
、
電
柱
な
ど
の
占
用
料

単
価
を
引
き
下
げ
。

●
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者

の
基
準
等
条
例
の
改
正

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴

い
、
布
設
工
事
監
督
者
な
ど

の
資
格
要
件
に
専
門
職
大
学

修
了
を
追
加
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
等
条
例

の
改
正

　

国
に
準
じ
て
、
職
員
の
超

過
勤
務
時
間
に
上
限
を
設
定
。

上
限
は
月
45
時
間
以
下
、
年

３
６
０
時
間
以
下
。

●
郵
便
料
金
支
払
基
金
条
例

の
廃
止

　

郵
便
料
金
支
払
基
金
を
廃

止
。

　

体
育
施
設
整
備
な
ど
を
追

加
。

●
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更

　

集
会
施
設
整
備
な
ど
を
追

加
。

商
工
部
門
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
採
用
を
予
定
し
て
い

た
。
い
ず
れ
も
応
募
が
あ
っ

た
が
辞
退
と
な
り
採
用
に
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
２
人
分

の
経
費
１
２
０
０
万
円
が
減

額
補
正
と
な
っ
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

現
在
６
人
活
動
中
。
３
年
の

任
期
後
に
起
業
を
す
る
な
ど

し
て
、
定
住
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
制
度

で
あ
る
。

　

主
な
歳
入
は
、
冷
房
設
備

対
応
臨
時
特
例
交
付
金
１
４

６
６
万
円
な
ど
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
小
・
中
学

校
冷
房
設
備
整
備
な
ど
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

止
。
４
月
以
降
の
会
議
で
は
、

傍
聴
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど

の
記
入
は
不
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
直
接
、
傍
聴
者
席
に

お
入
り
く
だ
さ
い
。


